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受賞者は、スピントロニクスの分野において重要な役割を担う、Mn 系反強磁性合金、な

らびにハーフメタル型 Co 基ホイスラー合金の磁気特性に関する研究に携わってきた。L10

型 Mn 系合金が示す高いネール温度と特異な電子状態との関連性を実験的に初めて明らか

にし、Mn 系反強磁性合金の中で最も高いネール温度を有する物質を発見した。また、Co

基ホイスラー合金の相安定性とデバイス特性が密接に関連していることに着眼し、高い相

安定性と高いキュリー温度を兼ね備えた材料探索のための重要な指針を与えるなど、受賞

者の研究成果はスピントロニクスの分野において大きな波及効果を持つと期待できる。


